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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

①介護保険事業の状況

資料１
前橋市社会福祉審議会

第２回高齢者福祉専門分科会

R6.10.30
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
１） 高齢者数等の状況

※各年9月末時点

高齢者数の推移

 本市の総人口は減少傾向にあり、令和５年度は、令和２年度と比較して1.6%減の329,926人と
なった一方、高齢者人口は1.1%増の99,475人で、高齢化率は30.2%となった。
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
１） 高齢者数等の状況

※各年9月末時点

前期高齢者・後期高齢者数の推移

 団塊世代の後期高齢年齢への突入により、後期高齢者数は増加傾向にあり、令和５年度は令和２年度と比較し、
4,180人（8.3%）増となった。
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(1) 第8期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
２） 要介護等認定の状況 （１） 認定者数等の推移

 認定者数等の推移（事業対象者を含む）

 要介護等認定者数と事業対象者数の合計は、年度ごとの伸び率に差はあるものの、年々増加している。

 令和２年度と令和５年度を比較すると、要支援認定者数では362人増、要介護認定者数では765人増となっている。

※各年9月末時点

コロナ
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(1) 第8期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
２） 要介護等認定の状況 （２） 事業対象者

 事業対象者

 平成29年度（総合事業開始年度）から令和２年度にかけては、毎年増加していたが、令和２年度と令和５年度を
比較すると113人減となっている。
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 要介護等認定者数の推移（要介護度別）

 令和２年度と令和５年度の認定者数を比較すると、【要支援１・要介
護１・要介護３・要介護４・要介護５】が増加し、【要支援２・要介護２】
が減少となった。

 認定率は右肩上がりで上昇し、令和２年度から令和５年度にかけて
0.9ポイント上昇した。

(1) 第8期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
２） 要介護等認定の状況 （３） 要介護等認定者数の推移（要介護度別）

 地域比較（重度認定率と軽度認定率の分布）

 本市の令和５年度における調整済み認定率（第1号被保険者の

性・年齢構成の影響を除外した認定率）は18.0％で、令和２年度と

比較して0.6ポイント上昇したが、全国・群馬県平均より低率になっ

ている。

 重度認定率は全国平均と比較して高く、軽度認定率は全国平均と

比較して低くなっている。

※各年9月末時点
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 要介護度別認定者数の推計値と実績値の比較

 令和３年度から５年度の認定者数全体における対推計比は、いずれの年度も1％未満の差となっており概ね推計どおりであった。

 対推計比で10％以上の差があった介護度は、令和５年度の要支援２が10.8％減、要支援１が10.3％増、要介護２が10.3％減となった。

(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
２） 要介護等認定の状況 （４） 認定者数の推計値と実績値の比較

R3 R4 R5 R6

推計値 実績値 対推計比 推計値 実績値 対推計比 推計値 実績値 対推計比 推計値 実績値 対推計比

認定者数 17,465 17,620 100.9% 17,890 18,030 100.8% 18,321 18,267 99.7% 18,554 18,513 99.8%

↑要支援1 2,221 2,410 108.5% 2,295 2,502 109.0% 2,341 2,583 110.3% 2,668 2,616 98.1%

△要支援2 2,237 2,241 100.2% 2,314 2,175 94.0% 2,372 2,116 89.2% 2,086 2,256 108.1%

↑要介護1 3,691 3,683 99.8% 3,731 3,908 104.7% 3,823 3,956 103.5% 4,003 3,873 96.8%

△要介護2 2,956 2,867 97.0% 3,064 2,816 91.9% 3,126 2,805 89.7% 2,811 2,911 103.6%

↑要介護3 2,226 2,219 99.7% 2,277 2,341 102.8% 2,338 2,351 100.6% 2,382 2,381 100.0%

↑要介護4 2,458 2,511 102.2% 2,523 2,587 102.5% 2,596 2,727 105.0% 2,861 2,778 97.1%

↑要介護5 1,676 1,689 100.8% 1,686 1,701 100.9% 1,725 1,729 100.2% 1,743 1,698 97.4%

認定者のうち第１号被保険者数 17,162 17,306 100.8% 17,587 17,702 100.7% 18,020 17,919 99.4% 18,199 18,188 99.9%

第１号被保険者数 99,085 98,684 99.6% 99,710 99,023 99.3% 100,335 98,989 98.7% 99,768 99,029 99.3%

認定率 17.3% 17.5% － 17.6% 17.9% － 18.0% 18.1% － 18.2% 18.4% －

※各年9月末時点
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
３） 介護保険サービスの利用状況 （１） サービス利用者数の推移

 介護保険サービス利用者数の推移
 サービス利用率は、令和２年度から５年度にかけて微減した。

 令和２年度と令和５年度の比較では、施設サービスが27人増、居宅サービスは744人増となった。

「居宅サービス」、「施設サービス」、「地域密着型サービス」の種類については、 第９期まえばしスマイルプランの136～137ページを参照

※各年9月末時点、令和6年度は、令和6年6月時点

コロナ
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
３） 介護保険サービスの利用状況 （２） 介護保険給付費の推移

 介護保険給付費の推移
 介護給付費全体は、毎年度増加しており、令和５年度には328億円に到達した。

 令和２年度と令和５年度を比較して、最も給付費が増加したのは、居宅サービスで約12億円増、次いで地域密着型サービスが

約4億円増となった。

※「居宅サービス」、「施設サービス」、「地域密着型サービス」の種類については、 第９期まえばしスマイルプランの136～137ページを参照

コロナ
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
３） 介護保険サービスの利用状況 （３） 被保険者１人あたり給付月額

 第1号被保険者1人あたり給付月額の推移
 令和５年度の第1号被保険者1人あたり給付月額は24,557円で、

その内訳は、在宅サービスが14,009円、施設・居住系サービスが

10,547円となっている。

 令和２年度と比較すると、令和５年度の第1号被保険者1人あたり

給付月額は約1,400円増加している。

 地域比較（第1号被保険者1人あたり給付月額）
 本市の在宅サービスの給付月額は全国・群馬県平均よりも多く、

施設・居住系サービスの給付月額は少ない。総額で見ると、群馬

県平均・全国平均をやや上回っている。

 第8期計画期間中における被保険者1人あたり給付月額の増加

額は群馬県平均よりも多く、全国平均よりも低い。

※「在宅サービス」、「施設サービス」、「居住系サービス」の種類
については、 第９期まえばしスマイルプランの104ページを参照
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 施設サービス

 介護老人福祉施設

 令和５年度実績は、月平均利用者数が1,628人、対計画比93.1％、年間給付費52.4億円で、対計画比91.1％であっ
た。利用者数、給付費ともに計画値を下回った。

 <考察>

 計画値を下回った要因としては、コロナの影響、施設整備の進捗状況等が考えられるが、利用者数、給付費とも
に増加傾向にある。

① 介護保険事業の状況
４） 計画値と実績値の比較 【令和５年度／第８期累計】
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
４） 計画値と実績値の比較 【令和５年度／第８期累計】

① 施設サービス

 介護老人保健施設

 令和５年度実績は、月平均利用者数が967人、対計画比95.2％、年間給付費35.6億円で、対計画比98.8％であっ
た。利用者数、給付費ともに計画値を下回った。

 <考察>

 計画値を下回った要因としては、コロナの影響等が考えられるが、令和６年度は給付費が増加傾向にある。
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
４） 計画値と実績値の比較 【令和５年度／第８期累計】

② 居住系サービス

 特定施設入居者生活介護（介護予防を含む）

 令和５年度実績は、月平均利用者数が643人、対計画比77.0％、年間給付費14.6億円で、対計画比79.6％であっ
た。利用者数、給付費ともに計画値を下回った。

 <考察>

 計画値を下回った要因としては、コロナの影響、施設整備の進捗状況等が考えられるが、利用者数、給付費とも
に増加傾向にある。
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
４） 計画値と実績値の比較 【令和５年度／第８期累計】

② 居住系サービス

 認知症対応型共同生活介護（介護予防を含む）

 令和５年度実績は、月平均利用者数が477人、対計画比92.8％、年間給付費15.1億円で、対計画比94.9％であっ
た。利用者数、給付費ともに計画値を下回った。

 <考察>

 計画値を下回った要因としては、コロナの影響、施設整備の進捗状況等が考えられるが、利用者数、給付費とも
に増加傾向にある。
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
４） 計画値と実績値の比較 【令和５年度／第８期累計】

③ 在宅サービス

 訪問介護

 令和５年度実績は、月平均利用者数が2,895人、対計画比107.3％、月平均利用回数が57,276回、対計画比
114.7％、年間給付費20.9億円で、対計画比115.9％であった。利用者数、利用回数、給付費ともに計画値を上回っ
た。

 利用者１人あたりの月平均利用回数は、令和３年度：19.2回、令和４年度：19.5回、令和５年度：19.8回であった。

 <考察>

 計画値を上回った要因としては、第８期は横ばいと推計していたが、他のサービスがコロナの影響を受ける中で、
訪問介護の利用はコロナの影響を大きく受けなかったこと等が考えられる。

 利用者数、利用回数、給付費ともに増加傾向にある。
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
４） 計画値と実績値の比較 【令和５年度／第８期累計】

③ 在宅サービス

 訪問看護（介護予防を含む）

 令和５年度実績は、月平均利用者数が2,342人、対計画比104.0％、月平均利用回数が20,893回、対計画比
97.9％、年間給付費11.1億円で、対計画比101.1％であった。月平均利用回数は計画値を下回ったものの、利用者
数、給付費ともの計画値を上回った。

 利用者１人あたりの月平均利用回数は、令和３年度：8.8回、令和４年度：8.7回、令和５年度：8.9回であった。

 <考察>

 利用者数、利用回数、給付費ともに、ほぼ計画値どおりであった。

 利用者数、利用回数、給付費ともに増加傾向にある。
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
４） 計画値と実績値の比較 【令和５年度／第８期累計】

③ 在宅サービス

 通所介護

 令和５年度実績は、月平均利用者数が4,458人、対計画比93.1％、月平均利用回数が65,352回、対計画比
89.9％、年間給付費61.4億円で、対計画比90.5％であった。利用者数、利用回数、給付費ともに計画値を下回っ
た。

 利用者１人あたりの月平均利用回数は、令和３年度：14.9回、令和４年度：14.6回、令和５年度：14.7回であった。

 <考察>

 計画値を下回った要因としては、第７期期間は実績値が計画値を上回っていたため、増加していくものと推計して
いたが、コロナの影響等により利用が計画値より少なかったこと等が考えられる。

 利用者数、利用回数、給付費ともに増加傾向にある。
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
４） 計画値と実績値の比較 【令和５年度／第８期累計】

③ 在宅サービス

 居宅介護支援・介護予防支援

 令和５年度実績は、月平均利用者数が10,395人、対計画比96.0％、年間給付費15.5億円で、対計画比98.3％で
あった。利用者数、給付費ともに計画値を下回った。

 <考察>

 計画値は下回ったものの、利用者数、給付費ともに、ほぼ計画値どおりであった。

 利用者数、給付費ともに増加傾向にある。
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①件数 ②回数

（割合） （割合）

・件数、回数ともにコロナの影響で一時的に若干減少したものの、在宅利用、高齢者向け住まいともに増加傾向に転じている
が、2024年（令和６年）は高齢者向け住まいの件数は微減した。
・2024年（令和６年）では、高齢者向け住まいの割合は、件数は３３％、回数は４６％となっており、大きな変化はない。

訪問介護の同一建物減算・・・訪問介護事業所と同一敷地、隣接敷地、同一建物に居住する利用者に提供した場合、及び同一建物に20人以上居住する場合には減算となる

※住宅型有料老人ホームやサービス付高齢者住宅に併設された訪問介護事業所等が対象

（出典）各年６月サービス提供分の給付実績データから集計
2023までは2023.9時点、2024は2024.9時点

(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
(参考１) 訪問介護「同一建物減算」の状況
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（参考） 訪問介護 「同一建物減算」の状況

③１か月の受給者１人あたりの介護度別利用回数

・ １人あたりの利用回数は、コロナの影響で一時的に若干減少したが、全体としては微増傾向に転じている。
・在宅利用が微減傾向であったが、R6には増加となっている。
・在宅利用より高齢者向け住まいの方が多く（R2：1.49倍→R5：1.74倍・R6：1.72倍）、その差が年々広がりつ
つある。

(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
(参考１) 訪問介護「同一建物減算」の状況 （出典）各年６月サービス提供分の給付実績データから集計

2023までは2023.9時点、2024は2024.9時点

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 全体 住まい/在宅

H30 11.4 14.6 18.7 24.7 32.2 16.8

12.7 16.5 23.4 31.0 38.7 24.5 1.47

11.7 15.1 20.4 28.0 35.1 19.2

R1 10.1 14.3 18.5 24.5 31.4 16.0

11.5 15.5 25.9 31.9 39.6 24.4 1.52

10.4 14.6 21.2 28.2 35.3 18.7

R2 10.7 14.6 18.1 24.9 31.3 16.1

11.8 15.2 22.0 30.9 41.8 24.0 1.49

10.9 14.7 19.7 28.0 36.5 18.8

R3 10.4 13.0 18.4 22.5 29.8 15.4

11.2 13.0 22.9 31.7 44.6 24.9 1.62

10.6 13.0 20.2 27.2 37.5 18.6

R4 9.9 12.8 18.5 22.9 32.9 15.6

12.7 13.6 24.2 31.5 44.0 26.0 1.67

10.4 13.1 20.8 27.3 38.7 19.1

R5 10.0 12.5 17.5 21.9 33.2 15.3

12.4 15.1 26.2 33.6 40.9 26.7 1.74

10.4 13.2 21.3 27.9 37.1 19.2

R6 9.3 12.2 18.6 25.4 37.1 16.2

12.0 15.2 25.1 34.2 44.1 27.9 1.72

9.8 13.0 21.4 29.7 40.8 20.1
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①件数 ②回数

（割合） （割合）

・件数は、コロナの影響で一時的に在宅利用が若干減少した後、増加傾向にあったが、2024年（令和６年）は微減した。高齢者
向け住まいの件数は増加傾向である。
・回数は、増加傾向であったが、 在宅利用、高齢者向け住宅ともに2024年（令和６年）は微減した。
・ 2024年（令和６年）の高齢者向け住まいの割合は、件数は２８％、回数は３９％となっており、大きな変化はない。

通所介護の同一建物減算・・・通所介護事業所と同一建物に居住する者又は通所事業所と同一建物から通所介護事業所に通う者に対し、サービスを提供した場合に減算となる

※住宅型有料老人ホームやサービス付高齢者住宅に併設された通所介護事業所等が対象

（出典）各年６月サービス提供分の給付実績データから2024.9時点で集計

(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
(参考２) 通所介護「同一建物減算」の状況
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（参考） 通所介護 「同一建物減算」の状況

③１か月の受給者１人あたりの介護度別利用回数

・ １人あたりの利用回数は、在宅利用、高齢者向け住まいともにコロナ期に増加したが、微減傾向にある。

・介護度が上がると利用回数が多くなる傾向にある。全体としては、在宅利用は月１２回程度、高齢者向け住
まいは月２０回程度の利用である。
・令和６年は、在宅利用より高齢者向け住まいの方が1.7倍程度多く利用している。

(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

① 介護保険事業の状況
(参考２) 通所介護「同一建物減算」の状況 （出典）各年６月サービス提供分の給付実績データから2024.9時点で集計

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 全体 住まい/在宅

H30 10.7 11.8 13.2 14.0 14.7 12.0
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11.7 13.2 15.3 16.9 17.6 13.9

R1 9.9 11.3 13.0 13.4 14.6 11.4
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(1) 第８期まえばしスマイルプランの総括について

(参考３) 介護事業所数
令和２から５年度は年度末、令和６年度は１０月１日現在。

医療系のみなし指定は除く。

① 介護保険事業の状況

事業所数 定員 事業所数 定員 事業所数 定員 事業所数 定員 事業所数 定員
 訪問介護 99 100 104 110 112 増加 11
 訪問入浴介護 5 5 5 5 5
 訪問看護 53 53 64 71 77 増加 18
 訪問リハビリテーション 3 3 4 5 12 増加 2
 通所介護 138 138 137 140 143 増加 2
 通所リハビリテーション 12 12 11 11 11 減少 -1
 福祉用具貸与 21 21 21 20 20 減少 -1
 特定福祉用具販売 20 20 20 19 19 減少 -1
 短期入所生活介護 32 32 33 33 33 増加 1
 短期入所療養介護 16 16 14 14 14 減少 -2
 特定施設入居者生活介護 12 730 12 730 14 940 15 1,020 15 1,020 増加 3
（居宅サービス）小　計 411 730 412 730 427 940 443 1,020 461 1,020 増加 32
 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 3 3 3 4 4 増加 1
 夜間対応型訪問介護 0 1 1 1 1 増加 1
 地域密着型通所介護 51 53 51 52 52 増加 1
 認知症対応型通所介護 6 6 6 5 5 減少 -1
 小規模多機能型居宅介護 18 18 18 19 19 増加 1
 認知症対応型共同生活介護 39 486 39 486 39 495 40 513 40 513 増加 1
 地域密着型介護老人福祉施設 7 130 8 155 8 155 8 155 8 155 増加 1
 看護小規模多機能型居宅介護 1 1 1 1 1
（地域密着型サービス）小　計 125 616 129 641 127 650 130 668 130 668 増加 5
 居宅介護支援 135 126 121 122 123 減少 -13
 介護老人福祉施設 29 1,725 29 1,734 29 1,734 30 1,804 30 1,804 増加 1
 介護老人保健施設 14 1,044 14 1,044 13 1,005 13 1,005 13 1,005 減少 -1
 介護療養型医療施設 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 減少 -1
 介護医療院 1 26 1 26 1 65 1 65 1 65
（施設系サービス）小　計 45 2,800 44 2,804 43 2,804 44 2,874 44 2,874 減少 -1
合  計 716 4,146 711 4,175 718 4,394 739 4,562 758 4,562 増加 23

（参考） 各年９月末現在
 介護付き有料老人ホーム（再掲） 10 600 10 600 12 810 12 810 13 890 増加 2
 住宅型有料老人ホーム 81 2,223 82 2,274 82 2,239 88 2,411 93 2,547 増加 7
 健康型有料老人ホーム 1 24 1 24 1 24 1 24 1 24
（有料老人ホーム）小　計 92 2,847 93 2,898 95 3,073 101 3,245 107 3,461 増加 9
 サービス付き高齢者向け住宅 33 1,000 32 993 31 986 31 1,001 32 1,052 減少 -2

 養護老人ホーム（再掲） 2 130 2 130 2 130 2 130 2 130
 軽費老人ホームA型（給食型） 1 80 1 80 1 80 1 80 1 80
 ケアハウス 9 330 9 330 9 330 9 330 9 330
（軽費老人ホーム）小　計 10 410 10 410 10 410 10 410 10 410

令和2年度→令和5年度

事業所数増減
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度


